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展示活動　岡倉天心記念室

(2) 資料テーマ展示(2) 資料テーマ展示

　　天心及び五浦に関わりのあるテーマに関して調査・研究した内容を、収蔵資料や解説パネルにより紹介した。

●テーマ名テーマ名　震災復興記念「平潟港と八大龍王画」展

●会　　期会　　期　2021（令和 3）年 4月24日(土)～ 6 月20日(日)

●内容解説内容解説　�　当館に寄託される｢八大龍王画｣(平潟小型船組合蔵)は、大正元年(1912)、平潟町小舩組合の鈴木庄

兵衛が岡倉天心に依頼し、画家の橋本永邦が揮毫、天心が賛を寄せたものである。漁港として栄えた平

潟港は海上の守護神である八大龍王が信仰された場所であり、平潟港には八大龍王碑が建立されている。

また天心自身も、自ら考案した舟に「龍王丸」と名付けており、龍王を信仰する者の一人であった。

　　　　　　�　平潟港では年に一度、八大龍王祭が開催される。このとき「八大龍王画」は組合に返却され、会場

の壁に掛けられる。海の安寧を願う組合の人々が、100年以上経った今でも、信仰の対象として大切

に取り扱っていることがうかがえる。本展では「八大龍王画」を展示し、同作品が平潟港に継承され

る意義を併せて紹介した。

●展示資料　展示資料　・橋本永邦「八大龍王画」大正元年(1912)、平潟小型船組合蔵(当館寄託)

　　　　　　・岡倉由三郎「覚(八大龍王画の由来書)」昭和4年(1929)、当館蔵

●担　　当担　　当　塩田釈雄(学芸員)

●テーマ名テーマ名　「ボストン美術館の富田幸次郎」展

●会　　期会　　期　2021（令和 3）年 6月22日(火)～10月24日(日)　※ 8月18日（水）〜 9月19日（日）臨時休館

●内容解説内容解説　�　富田幸次郎(1890-1976)は、ボストン美術館の東洋美術部長として戦前から戦後にかけて活躍した

人物である。明治23年(1890)、蒔絵師の大家、富田幸七の長男として京都市に生まれた。39年(1906)、

京都市立美術工芸学校専攻科在籍中に農商務省海外実業練習生に選ばれ、室内装飾を学ぶため、ボス

トンに留学した。そこで、ボストン美術館顧問を務めていた岡倉天心に会い、天心から美術館の手伝

いを勧められた。当時17歳の富田は、そのときのことを「幼いながら天心先生の人格を私はピンと感

じて、その言葉に従った」と語り、海外実業練習生の傍ら、ボストン美術館で働き始めた。富田は、

美術館の仕事のみではなく、天心と生活を共にして身の回りの世話もすることで、東洋美術の神髄、

天心の心を学んだという。そして、海外実業練習生を終えた後もボストンに残り、大正 2年(1913)の

天心逝去後、天心の衣鉢を継ぐことを使命に、55年間にもわたりボストン美術館に勤めた。

　　　　　　�　本展では富田幸次郎が、病気のため帰国していた天心(当時、ボストン美術館中国・日本美術部長)

に宛てた書簡(大正 2年)などを公開した。書簡から、天心の最晩年、ボストン美術館でどのような仕

事が行われていたかがうかがえた。

●展示資料　展示資料　・富田幸次郎「書簡　岡倉天心宛」大正 2年(1913) 6 月13日、当館蔵

　　　　　　・『古今漆工通覧』明治45年(1912)、当館蔵　

●担　　当担　　当　松尾敦子(主任学芸員)

●テーマ名テーマ名　「新納忠之介による仏像調査」展

●会　　期会　　期　2021（令和 3）年12月28日(火)～次年度

●内容解説内容解説　�　明治30年(1897)、岡倉天心の尽力により古社寺保存法が公布され、国宝(通称｢旧国宝｣。現在の国

宝および重要文化財に相当)に指定された仏像が国家予算によって修理されることになった。天心に

より、日本美術院で仏像修理の責任者に抜擢された新納(にいろ)忠之介は、明治32年 9 月27日、内務

省から「古社寺保存計画ノ調査」を委嘱され、同日付で東京・神奈川・静岡への調査出張を命じられた。

　　　　　　�　記載内容と日付(年は不詳)から、その時の調査記録と考えられるノートが2冊残されており、 1 冊

目では静岡県内と神奈川県内の寺社を、 2冊目では神奈川県内の寺社を調査した際の記録が残されて

いる。ノートには調査した仏像の名称に「◎」「○」の印や、「設計」「認定」などの注記があるほか、

修理候補と思われる仏像の一覧を記したページには「設計ノ分」の注記が記された仏像や、逆に線を

引いて消されている仏像もあって、修理候補を絞り込む様子がうかがえる。

　　　　　　�　本展では新納のノートと共に、調査、修理の対象となった仏像の一部を写真パネルで展示し、新納

の功績を紹介した。

●展示資料　展示資料　・内務省辞令・新納忠之介宛｢古社寺保存計画ノ調査ヲ嘱託ス｣(明治32年 9 月27日)、当館蔵

　　　　　　・内務省辞令・新納忠之介宛｢東京府神奈川県静岡県ヘ出張ヲ命ス｣(明治32年 9 月27日)、当館蔵

　　　　　　・新納忠之介｢ノート(調査記録・静岡、神奈川)｣明治32年(1899)頃、当館蔵

　　　　　　・新納忠之介「ノート(調査記録・神奈川)｣明治32年(1899)頃、当館蔵

●担　　当担　　当　中田智則(企画普及課長)
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Ⅱ　普及活動Ⅱ　普及活動

1　美術講演・講座1　美術講演・講座

(1) 講演会(1) 講演会

　企画展等に関するテーマの講演会を開催した。

開催日 講演名 講師 内容 会場 参加人数

2021（令和 3）年
5月15日

｢天心記念茨城賞受賞
を語る｣

倉島重友
(第 7回天心記念茨
城賞受賞者、日本美
術院同人)

第 7回天心記念茨城賞を受賞
し、現在は日本美術院同人とし
て活躍する倉島重友氏(龍ケ崎
市在住)が受賞にまつわる思い
出や励みになったことについて
語った。

講座室 11

合計 11

(2) 実技講座・ワークショップ等(2) 実技講座・ワークショップ等

　日本画をより深く鑑賞することをねらいとした実技講座や、展覧会の内容と関連したワークショップ等を実施した。

開催日 テーマ 講師・担当 内容 会場 参加人数

2021（令和 3）年
6月30日

～ 7月 7日

七夕祭り-星に願いを
届けよう

木内智美
(主任学芸主事)

来館者が短冊に願い事を書き竹
笹に吊すワークショップを通し
て、失われつつある日本の伝統
行事や文化について、また日本
人の移りゆく季節への想いなど
を感じていただいた。

エントラン
スロビー、
アプローチ
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7 月 1 日
 ～ 7 月16日

7 月28日
～11月23日

墨 de 和傘 村山佐知子、横山智
絵(首席学芸主事)、
木内智美(主任学芸
主事)

郵送やインターネットを使った
リモートワークショップであ
る。参加者が自宅に届いたミニ
和傘に描画し作品を完成させ、
企画展「ひろがる墨」に併せ、
館内展示した。

制作(自宅)

展示(館内)

12

8 月 6 日 教師向け日本画実技
講座

村山佐知子、横山智
絵(首席学芸主事)、
木内智美(主任学芸
主事)

学校における美術館利用の促
進、学校教育に対応した美術
館事業の効果的実施に資するた
め、日本画トランクを使った教
員向けの実技講座を開催した。

講座室 10

10月30日
10月31日

手を描く–草木染めの
和紙を使って

川﨑麻央(日本美術
院院友、第26回天心
記念茨城賞)

日本画家を講師に、草木染めさ
れた和紙に墨と胡粉を用いて、
日本画の表現を味わいながら作
品を制作した。

講座室 6
9

10月 1 日
～10月22日

11月12日～
2022（令和 4）年

3月31日

オリジナルかけじくを
つくろう！

村山佐知子、横山智
絵(首席学芸主事)、
木内智美(主任学芸
主事)

風景をテーマに色紙に描き、か
けじくにした作品をホームペー
ジに掲載した。

制作(自宅)

展示(ホー
ムページ)

8

1 月22日
1 月23日

吉祥図柄を描こう 守みどり(日本美術
院特待、第27回天心
記念茨城賞受賞)

日本画家を講師に、色紙(金潜
紙)に岩絵具で吉祥図柄を彩色
し、良い年となるよう祈願しな
がら作品を作成した。

講座室 10
3

合計 221
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2　ギャラリートーク2　ギャラリートーク

(1) 企画展作品解説(1) 企画展作品解説

　当館職員による講堂等での作品解説。

　　※コロナ禍のため、ギャラリートークに代わって実施。

開催日 展覧会名 解説者 参加人数

2021（令和 3）年 5月 9日 現代院展のあゆみ
天心記念茨城賞受賞作品を中心に

松尾敦子(主任学芸員)
13

5 月22日 12

6 月26日 筑波大学 日本画40年の軌跡 井野功一(首席学芸員) 13

9 月 5 日 ひろがる墨
－五彩に出会う

塩田釈雄(学芸員)
－　

9月18日 －

10月24日 美－響く－
コレクション名品選

松尾敦子(主任学芸員)
12

11月 6 日 21

12月18日
いにしえを描く 村木正英(主査)

11

2022（令和 4）年 1月16日 11

2 月27日
おいでよ！花鳥画の世界 木内智美(主任学芸主事)

28

3 月19日 11

　   合計 132

※「ひろがる墨－五彩に出会う」の作品解説は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止

(2) 来て・見て・発見！アートツアー for kids(2) 来て・見て・発見！アートツアー for kids

　美術館職員が子どもたちやその保護者と一緒に作品を見て回る対話型鑑賞ツアー。

開催日 展覧会名 参加人数

2021（令和 3）年 4月29日 現代院展のあゆみ　天心記念茨城賞受賞作品を中心に 21

8 月 7 日 ひろがる墨－五彩に出会う 11

11月21日 美－響く－コレクション名品選 8

合計 40

3　岡倉天心記念室ガイドツアー3　岡倉天心記念室ガイドツアー

　来館者に対し、展示解説員(ギャラリースタッフ)が岡倉天心記念室、立体模型前で展示品等を解説する。

時間　午前11時～、午後 2時～、午後 3時30分～( 1 日 3 回、各約25分間)

場所　立体模型前、岡倉天心記念室

開催日 内容 参加人数

2021（令和 3）年 4月 1日
～2022（令和 4）年 3月31日

岡倉天心関連の資料や遺品等をとおして、天心の業績等をわ
かりやすく解説する。

－

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止

4　岡倉天心記念室音声ガイド4　岡倉天心記念室音声ガイド

　スマートフォンによるQRコード読み込みでの、岡倉天心記念室の展示内容に沿って解説を聞ける音声ガイド(日

本語、英語、韓国語、中国語)を行った。
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2　ギャラリートーク2　ギャラリートーク

(1) 企画展作品解説(1) 企画展作品解説

　当館職員による講堂等での作品解説。
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時間　午前11時～、午後 2時～、午後 3時30分～( 1 日 3 回、各約25分間)

場所　立体模型前、岡倉天心記念室

開催日 内容 参加人数

2021（令和 3）年 4月 1日
～2022（令和 4）年 3月31日
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112

普及活動

5　学校教育との連携5　学校教育との連携

(1) 学校団体受入(1) 学校団体受入

　 　学校との連携を深めるため、積極的に受入れを行っている。美術館や日本画等のガイダンスや、日本画の画材

体験、展覧会での作品解説や短編映画の上映等、学校の要望に応じた普及活動を行っている。

団体数
活動内容（件数）

人数
ガイダンス 展示解説 日本画体験 番組上映 パンフレット

小 学 校  7  7 7 2 2 7 228

中 学 校  2  2 0 1 0 2  34

特別支援学校  1  1 1 0 0 1  26

高等学校  3  3 0 0 0 3 113

合    計 13 13 8 3 2 13 401

(2) インターンシップ受入(2) インターンシップ受入

開催日 学校名等 受入人数

2021（令和 3）年 8月12日～ 8月13日 茨城キリスト教大学 1

合計 1

(3) 「総合的な学習の時間」への講師派遣(3) 「総合的な学習の時間」への講師派遣

開催日 学校名等 参加人数

2021（令和 3）年11月16日 北茨城市立常北中学校 62

※県政出前講座の一環として実施 合計 62

6　日本画トランク6　日本画トランク

　日本画トランクは、学校での日本画鑑賞の授業や公民館等の各種講座で使用できる教材であり、家屋トランク、

掛軸トランク(体験用)、掛軸トランク(鑑賞用、指導者用)、絵巻物トランク、画材トランク、制作過程トランク等

がある。

貸出期間　 2週間(原則　※要望に応じて対応した)

令和 3年度日本画トランク貸出実績(令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月31日)

区　分 件数(人数) 家　屋 掛軸(体) 掛軸(鑑) 絵巻物 画　材 制作過程 屛　風 合計(件)

小学校 5(  188) 0 0  8  5 1 0 2 16

中学校 4(  507) 0 0  4  3 1 0 2 10

特別支援学校 2(  160) 0 0  8  1 1 0 0 10

その他 1(1,230)※ 1 0 20  2 1 1 5 30

合計(件) 12(2,085) 1 0 40 11 4 1 9 66

※つくば美術館での展示への貸し出し 利用人数2,085人(うち児童生徒数855人)

7　その他の諸機関との連携7　その他の諸機関との連携

(1) 茨城大学との連携(1) 茨城大学との連携

　・美術選修による展覧会見学

　　　 5月26日(水)　＊延期　 8月24日(火)　＊再延期　11月10日(水) 参加者　　13人

　・博物館学実地見学会

　　　　11月20日(土) 参加者　　21人

　・教職大学院による美術館見学

　　　　12月18日(土) 参加者　　 7人
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8　映画会8　映画会

　地域の方々に美術館へ気軽に足を運んでいただく機会として、当館所有のDVD等（上映権付）による名画の上映を

行った。

会場　講堂

上映　午前10時30分～

開催日 題名 鑑賞人数

2021（令和 3）年 5月16日 チャップリンの放浪者／日々ノ境メ。國司華子 10

    6 月 6 日 加奈子のこと 16

　　 7月 4日
IMC／心象世界への彷徨 日本画家 藤田志朗の世界／どこでもない場所 
日本画家 程塚敏明

10

8 月22日 星の王子さま －

9月12日 文化生活一週間／横山大観　その心とかたち －

10月10日
ロイドの二挺拳銃・ロイドの猛進結婚／日本の美術館シリーズ「茨城県近
代美術館」

7

11月14日 展覧会の絵／作家をたずねて　松井康成 15

   12月 5 日
成功争ひ・夕立・衝突／「日本画家 小川芋銭の世界」－芋銭の河童か、
河童の芋銭か－

15

2022（令和 4）年 1月 9日 キートンの探偵学入門 13

    2 月 6 日 ロイドの要心無用 13

3 月 6 日 キッド 23

合計 122

※ 「星の王子さま」「文化生活一週間／横山大観　その心とかたち」は、新型コロナウイルス感染症の拡大防
止のため中止　

9　ミュージアムコンサート9　ミュージアムコンサート

　地域の方々に気軽に音楽を楽しんでもらう機会としてコンサートを開催した。

開催日 内容 会場 参加人数

2021（令和 3）年
4月24日

美術館再開記念　茨城県警察音楽隊ふれあいコンサート
　出演：茨城県警察音楽隊
　開演：午前11時～

ロータリー広場 238

8 月21日 茨城県警察音楽隊ふれあいコンサート
　出演：茨城県警察音楽隊
　　　　北茨城市立関本中学校吹奏楽部
　開演：午前11時～

エントランスロビー －

10月16日 第32回トワイライトコンサート「オーボエとピアノの調べ」
　出演：山田涼子(オーボエ)、宇根美紗惠(ピアノ)
　開演：午後 5時～

エントランスロビー 67

2022（令和 4）年
1月29日

新春邦楽コンサート「五浦で聴く、箏の調べ」
　出演：江川紗英 (箏)
　開演：午前11時～　　午後 2時～

講堂 39

合計 344

※「茨城県警察音楽隊ふれあいコンサート」( 8 月21日)は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止

10　自主制作映像上映10　自主制作映像上映

　200インチスクリーンを用いて美術館自主制作映像の上映を行っている。館職員による解説も加え、岡倉天心と

五浦についてプレゼンテーションを行った。(事前予約制)

場所　講堂

開催日 内容 参加人数

2021（令和 3）年 4月 1日～2022（令和 4）年 3月31日「岡倉天心のこころ」 －

　 ※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止
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8　映画会8　映画会

　地域の方々に美術館へ気軽に足を運んでいただく機会として、当館所有のDVD等（上映権付）による名画の上映を

行った。

会場　講堂

上映　午前10時30分～

開催日 題名 鑑賞人数

2021（令和 3）年 5月16日 チャップリンの放浪者／日々ノ境メ。國司華子 10

    6 月 6 日 加奈子のこと 16

　　 7月 4日
IMC／心象世界への彷徨 日本画家 藤田志朗の世界／どこでもない場所 
日本画家 程塚敏明

10

8 月22日 星の王子さま －

9月12日 文化生活一週間／横山大観　その心とかたち －

10月10日
ロイドの二挺拳銃・ロイドの猛進結婚／日本の美術館シリーズ「茨城県近
代美術館」

7

11月14日 展覧会の絵／作家をたずねて　松井康成 15

   12月 5 日
成功争ひ・夕立・衝突／「日本画家 小川芋銭の世界」－芋銭の河童か、
河童の芋銭か－

15

2022（令和 4）年 1月 9日 キートンの探偵学入門 13

    2 月 6 日 ロイドの要心無用 13

3 月 6 日 キッド 23

合計 122

※ 「星の王子さま」「文化生活一週間／横山大観　その心とかたち」は、新型コロナウイルス感染症の拡大防
止のため中止　

9　ミュージアムコンサート9　ミュージアムコンサート

　地域の方々に気軽に音楽を楽しんでもらう機会としてコンサートを開催した。

開催日 内容 会場 参加人数

2021（令和 3）年
4月24日

美術館再開記念　茨城県警察音楽隊ふれあいコンサート
　出演：茨城県警察音楽隊
　開演：午前11時～

ロータリー広場 238

8 月21日 茨城県警察音楽隊ふれあいコンサート
　出演：茨城県警察音楽隊
　　　　北茨城市立関本中学校吹奏楽部
　開演：午前11時～

エントランスロビー －

10月16日 第32回トワイライトコンサート「オーボエとピアノの調べ」
　出演：山田涼子(オーボエ)、宇根美紗惠(ピアノ)
　開演：午後 5時～

エントランスロビー 67

2022（令和 4）年
1月29日

新春邦楽コンサート「五浦で聴く、箏の調べ」
　出演：江川紗英 (箏)
　開演：午前11時～　　午後 2時～

講堂 39

合計 344

※「茨城県警察音楽隊ふれあいコンサート」( 8 月21日)は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止

10　自主制作映像上映10　自主制作映像上映

　200インチスクリーンを用いて美術館自主制作映像の上映を行っている。館職員による解説も加え、岡倉天心と

五浦についてプレゼンテーションを行った。(事前予約制)

場所　講堂

開催日 内容 参加人数

2021（令和 3）年 4月 1日～2022（令和 4）年 3月31日「岡倉天心のこころ」 －

　 ※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止
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11　映像ギャラリー（美術情報システム）11　映像ギャラリー（美術情報システム）

　40インチの大画面をもった 4つのブースで、岡倉天心と五浦の画家たちを中心とした動画を紹介するほか、館内

外の様々な情報を提供している。

12　美術情報ライブラリー12　美術情報ライブラリー

　岡倉天心や近代日本絵画、展覧会に関連する図書や資料等の閲覧、パソコンによる図書や資料の検索、さらに、

DVDやビデオ等の視聴もできる。

13　貸展示室（ギャラリー展）13　貸展示室（ギャラリー展）

　創作活動の場を提供し地域文化の振興に寄与する目的から、企画展を開催していない時期に、作家や美術グルー

プ等の希望に応じて展示室B、C（ 2室）を有料で貸し出している。

会期 展覧会名 展示内容 入場者数

2021（令和 3）年 6月12日
   ～ 6 月27日

令和 3年度茨城県移動展覧会
茨城の美術セレクション

多くの県民の皆様に、より身近に文化芸
術に親しんで頂くため、県内各地で、本
県を代表する作家の優れた美術作品41点
を展示。

1,325

6 月 3 日
   ～ 7 月 4 日

花、葉、華やかに
－おし花、アートフラワー、
葉彩画作品展－

おし花、オルネフラワー、葉彩画、レカ
ンフラワー、生徒作品約150点を展示。

542

7 月 7 日
～ 7月18日

始まりの場所からその先へ
～筑波大学修了生有志による
日本画作品展～

企画展「筑波大学　日本画40年の軌跡」
出展の教員に筑波大学で学び、現在も制
作活動を継続している有志の制作作品29
点を展示。

1,111

   12月 5 日
 ～12月12日

県北地区高等学校合同美術展 常磐線沿線に位置する県北地区の高等学
校 9校と特別支援学校高等部の美術部生
徒による合同作品展。油彩画、水彩画、
デザイン、彫刻など約100点を展示。

882

2022（令和 4）年 1月 5日
～ 1月10日

象嵌の軌跡　田中荘弐陶芸展 喜寿を迎えるにあたり、今まで製作した
代表的な大皿・大壺・陶板を展示。

辞退

1月13日
～ 1月23日

第37回北茨城市美術文芸展覧
会

洋画、日本画、彫刻、書道、ちぎり絵、写真、
詩、短歌、俳句、郷土史の10部門の約150
作品を展示。

1,094

1 月26日
 ～ 1 月30日

第30回北茨城市小中学校美術
展覧会

北茨城市内小中学校の児童生徒による作
品を展示。絵画や立体造形、書道作品な
ど約750点を展示。

－

合計 4,954

※「第30回北茨城市小中学校美術展覧会」は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止

14　ホームページ（https://www.tenshin.museum.ibk.ed.jp/）14　ホームページ（https://www.tenshin.museum.ibk.ed.jp/）

(1) 概要(1) 概要

　 　美術館利用者の利便性を図るため、美術館で開催する展覧会及びイベント情報、映像上映やガイドツアーなど

の普及活動、SNSによる新着情報などについて、情報を提供している。また、開催中の企画展紹介を中心に、最

新のニュースや該当月のイベントを列記している。さらに、茨城県の美術館(近代美術館・つくば美術館・陶芸

美術館)や近隣施設の各サイトへリンクし、イベント情報が確認できる。また、トップページに印刷できる割引

券を掲載し、入館者数増を促進している。

　　令和 4年 3月には、スマートフォンやタブレットの画面にも対応するため、デザインを改良した。
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(2) ページ構成(2) ページ構成

　①ホーム

　　・カレンダー　・年間スケジュール　・周辺ガイド　・パンフレット　・年間パスポートのご案内

　　・友の会のご案内　・茨城の県立美術館・博物館　・サイトマップ　・Facebook　・Twitter　・Instagram

　　・YouTube(天心さんチャンネル)　・お問い合わせ　・写真利用について

　②美術館のご案内

　　・美術館の概要　・アクセス　・ご利用案内　・ミュージアムショップ　・カフェテリア　・周辺ガイド

　③展覧会

　　・企画展　・岡倉天心記念室　・ギャラリー展　・過去の展覧会

　④イベント

　　・企画展関連イベント　・映画会　・実技講座　・その他のイベント

　⑤普及活動

　　・日本画トランク　・学校のみなさまへ(美術館利用プログラム)

　⑥天心と五浦の作家

　　・岡倉天心の業績／生涯　・五浦の作家たち　・その他の画家たち

(3) アクセス数(3) アクセス数

　　・177,426件

15　広報活動一覧15　広報活動一覧

　各種広報媒体を活用して美術館及び美術館活動に対する理解を促進した。(広報掲載結果は各企画展頁参照)

区分 内　容 参　　　考

印刷広報
（ポスター・チ
ラシ等）

現代院展のあゆみ
天心記念茨城賞受賞作品を中
心に

B2:900枚、A4:50,000枚(うち 10,760枚北茨城市を除く県北全
小学生に配布。13,000枚北茨城市報折り込み)

筑波大学 日本画40年の軌跡 B2:900枚、A4:51,000枚(うち 10,760枚北茨城市を除く県北全
小学生に配布。13,000枚北茨城市報折り込み)

ひろがる墨－五彩に出会う B2:800枚、A4:50,000枚(うち 10,760枚北茨城市を除く県北全
小学生に配布。13,000枚北茨城市報折り込み)

美－響く－
コレクション名品選

B2:800枚、A4:47,000枚(うち 10,760枚北茨城市を除く県北全
小学生に配布。13,000枚北茨城市報折り込み)

いにしえを描く B2:800枚、A4:47,000枚(うち 10,760枚県北全小学生に配布)

おいでよ！花鳥画の世界 B2:800枚、A4:47,000枚(うち 10,760枚県北全小学生に配布)

記者発表 現代院展のあゆみ
天心記念茨城賞受賞作品を中
心に

4社　NHK(幹事社)、茨城新聞、読売新聞、茨城放送

ひろがる墨－五彩に出会う 4社　茨城新聞(幹事社)、読売新聞、毎日新聞、朝日新聞

美－響く－
コレクション名品選

4社　茨城新聞、読売新聞(幹事社)、毎日新聞、朝日新聞

県広報媒体利
用による広報

・県教委広報誌｢教育いばらき｣
・県広報誌｢ひばり｣
・｢市町村広報｣
・茨城放送

県内各学校及び全教職員を対象に配布
新聞折り込み(全戸配布)
県内及び隣接各市町村へ情報提供に基づく広報掲載
みんなの教育・県だより等

出版社等への
情報提供

現代院展のあゆみ
天心記念茨城賞受賞作品を中
心に

＜主な掲載誌＞
広報きたいばらき・情報ナビTime・すいぐん1000・まいいば
らき・常陽リビング・常陽ウィークリー・よみうりタウンニュー
ス・常陽藝文・JAF PLUS 茨城版・美術の窓・月刊みと・月刊
スペースマガジン・びばじょいふる・足利漫我人・月刊りぃ
～ど・JOLLY REPORT・月刊ぷらざ・おとな日和・TOMBO・ギャ
ラリー・美連協ニュース・わくわくライフいばらき・月刊いー
じーぷれす・タウンマガジンいわき・DAISUKI HITACHI・月刊
アートコレクターズ・まっぷる 茨城・神奈川日産オリジナル
季刊誌YOU-YU

筑波大学 日本画40年の軌跡

ひろがる墨
－五彩に出会う

美－響く－
コレクション名品選

いにしえを描く

おいでよ！花鳥画の世界
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(2) ページ構成(2) ページ構成

　①ホーム

　　・カレンダー　・年間スケジュール　・周辺ガイド　・パンフレット　・年間パスポートのご案内

　　・友の会のご案内　・茨城の県立美術館・博物館　・サイトマップ　・Facebook　・Twitter　・Instagram

　　・YouTube(天心さんチャンネル)　・お問い合わせ　・写真利用について

　②美術館のご案内

　　・美術館の概要　・アクセス　・ご利用案内　・ミュージアムショップ　・カフェテリア　・周辺ガイド

　③展覧会

　　・企画展　・岡倉天心記念室　・ギャラリー展　・過去の展覧会

　④イベント

　　・企画展関連イベント　・映画会　・実技講座　・その他のイベント

　⑤普及活動

　　・日本画トランク　・学校のみなさまへ(美術館利用プログラム)

　⑥天心と五浦の作家

　　・岡倉天心の業績／生涯　・五浦の作家たち　・その他の画家たち

(3) アクセス数(3) アクセス数

　　・177,426件

15　広報活動一覧15　広報活動一覧

　各種広報媒体を活用して美術館及び美術館活動に対する理解を促進した。(広報掲載結果は各企画展頁参照)

区分 内　容 参　　　考

印刷広報
（ポスター・チ
ラシ等）

現代院展のあゆみ
天心記念茨城賞受賞作品を中
心に

B2:900枚、A4:50,000枚(うち 10,760枚北茨城市を除く県北全
小学生に配布。13,000枚北茨城市報折り込み)

筑波大学 日本画40年の軌跡 B2:900枚、A4:51,000枚(うち 10,760枚北茨城市を除く県北全
小学生に配布。13,000枚北茨城市報折り込み)

ひろがる墨－五彩に出会う B2:800枚、A4:50,000枚(うち 10,760枚北茨城市を除く県北全
小学生に配布。13,000枚北茨城市報折り込み)

美－響く－
コレクション名品選

B2:800枚、A4:47,000枚(うち 10,760枚北茨城市を除く県北全
小学生に配布。13,000枚北茨城市報折り込み)

いにしえを描く B2:800枚、A4:47,000枚(うち 10,760枚県北全小学生に配布)

おいでよ！花鳥画の世界 B2:800枚、A4:47,000枚(うち 10,760枚県北全小学生に配布)

記者発表 現代院展のあゆみ
天心記念茨城賞受賞作品を中
心に

4社　NHK(幹事社)、茨城新聞、読売新聞、茨城放送

ひろがる墨－五彩に出会う 4社　茨城新聞(幹事社)、読売新聞、毎日新聞、朝日新聞

美－響く－
コレクション名品選

4社　茨城新聞、読売新聞(幹事社)、毎日新聞、朝日新聞

県広報媒体利
用による広報

・県教委広報誌｢教育いばらき｣
・県広報誌｢ひばり｣
・｢市町村広報｣
・茨城放送

県内各学校及び全教職員を対象に配布
新聞折り込み(全戸配布)
県内及び隣接各市町村へ情報提供に基づく広報掲載
みんなの教育・県だより等

出版社等への
情報提供

現代院展のあゆみ
天心記念茨城賞受賞作品を中
心に

＜主な掲載誌＞
広報きたいばらき・情報ナビTime・すいぐん1000・まいいば
らき・常陽リビング・常陽ウィークリー・よみうりタウンニュー
ス・常陽藝文・JAF PLUS 茨城版・美術の窓・月刊みと・月刊
スペースマガジン・びばじょいふる・足利漫我人・月刊りぃ
～ど・JOLLY REPORT・月刊ぷらざ・おとな日和・TOMBO・ギャ
ラリー・美連協ニュース・わくわくライフいばらき・月刊いー
じーぷれす・タウンマガジンいわき・DAISUKI HITACHI・月刊
アートコレクターズ・まっぷる 茨城・神奈川日産オリジナル
季刊誌YOU-YU

筑波大学 日本画40年の軌跡

ひろがる墨
－五彩に出会う

美－響く－
コレクション名品選

いにしえを描く

おいでよ！花鳥画の世界

 

116

普及活動

16　広報印刷物16　広報印刷物

　・｢美術館再開記念　茨城県警察音楽隊ふれあいコンサート｣チラシ　令和 3年 3月

　・｢美術館再開記念　新聞折り込み｣チラシ　令和 3年 4月

　・日本画体験実技講座｢手を描く－草木染めの和紙を使って｣チラシ　令和 3年 7月

　・｢茨城県警察音楽隊ふれあいコンサート｣チラシ　令和 3年 7月

　・第32回トワイライトコンサート｢オーボエとピアノの調べ｣チラシ　令和 3年 9月

　・新春邦楽コンサート｢五浦で聴く、箏の調べ｣チラシ　令和 3年12月

　・日本画体験実技講座｢吉祥図柄を描こう｣チラシ　令和 3年12月

　・展覧会のご案内　2022.4－2023.3　令和 4年 2月

　・年間イベントスケジュール　2022.4－2023.3　令和 4年 3月

　・映画会のご案内　2022.4－2023.3　令和 4年 3月

｢美術館再開記念　茨城県警察音楽

隊　ふれあいコンサート｣チラシ

｢美術館再開記念　新聞折り込み｣

チラシ

日本画体験実技講座｢手を描く－

草木染めの和紙を使って｣チラシ

「茨城県警察音楽隊ふれあいコン

サート」チラシ

第32回トワイライトコンサート

「オーボエとピアノの調べ｣チラシ

新春邦楽コンサート｢五浦で聴く、

箏の調べ｣チラシ

日本画体験実技講座｢吉祥図柄を

描こう｣チラシ

展覧会のご案内 

2022
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Ⅲ　岡倉天心関係資料の収集Ⅲ　岡倉天心関係資料の収集

1　令和 3年度収集資料1　令和 3年度収集資料

作者名 資料名 制作年 月日 材質・形状 備考

タゴール五浦来訪時
の集合写真

大正5年 プリント・台紙（包紙 1）小野秀雄氏寄贈

横山静子 書簡・小野金次宛 大正13年 7 月12日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

江原利之介 書簡・小野金次宛 大正13年 7 月13日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

横山静子 書簡・小野金次宛 大正13年 8 月29日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

横山大観 書簡・小野金次宛 大正13年 9 月10日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

佐藤久 書簡・横山大観宛 大正13年 9 月 7 日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

横山静子 書簡・小野金次宛 大正13年 9 月15日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

横山静子 書簡・小野金次宛 大正13年 9 月25日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

横山静子 書簡・小野金次宛 大正13年 9 月30日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

横山静子 書簡・小野金次宛 大正13年 10月14日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

横山静子 書簡・小野金次宛 大正13年 10月22日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

横山静子 書簡・小野金次宛 大正13年 10月29日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

多賀銀行大津出張所 請求書・小野金次宛 大正13年 12月 1 日
紙・印刷・インク（封筒 1、
請求書 1）

小野秀雄氏寄贈

江原利之介 書簡・小野金次宛 大正13年 12月24日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

江原利之介 葉書・小野金次宛 大正13年 12月30日 紙・墨 小野秀雄氏寄贈

横山大観 書簡・石川倉吉宛 大正13年頃 8月28日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

江原利之介 書簡・小野金次宛 大正14年 1 月 5 日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

江原利之介 書簡・小野金次宛 大正14年 1 月31日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

横山静子 書簡・小野金次宛 大正14年 9 月16日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

横山静子 書簡・小野金次宛 昭和 2年 7月14日 紙・墨（封筒 1、用箋 4）小野秀雄氏寄贈

横山静子 書簡・小野金次宛 昭和 2年 9月25日 紙・墨（封筒 1、用箋 2）小野秀雄氏寄贈

横山静子 書簡・小野金次宛 昭和 4年 9月12日 紙・墨（封筒 1、巻紙 1）小野秀雄氏寄贈

小為替金受領証書 昭和 4年 9月17日 紙・印刷 小野秀雄氏寄贈

小為替金受領証書 昭和 4年 9月17日 紙・印刷 小野秀雄氏寄贈

小為替金受領証書 昭和 4年 9月17日 紙、印刷 小野秀雄氏寄贈

小為替金受領証書 昭和 4年 9月17日 紙、印刷 小野秀雄氏寄贈

年間イベントスケジュール

2022年4月→2023年3月

映画会のご案内 

2022


